




























ります｡いよいよ日本における大学教育研究 (ユニバーシティ･ペグゴジー)も､競争 ･論争と連携 ･協力の時代に
入りつつあると考えてよいでしょう｡ この意味において､本センターも今後は､各大学のセンターとの関係を深めっ
つ､多様な研究活動の推進を図っていきたいと考えております｡この点での御理解御支援もよろしくお悔いしたいと
思います｡
